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6⽉30⽇までに合意するには、ギリシャが国⺠投票を中⽌し
て⽀援者側提案に応じなければならず、困難な状況です。

IMFへの返済ができなくても、「⽀払遅延」として扱われ、債
務不履⾏には該当しないという⾒⽅もあります。国⺠投票の結
果を待って再度交渉に臨む可能性もあります。

しかし、ECBのギリシャの銀⾏⽀援が続けられなければ、ギリ
シャの⾦融システム破たん、ユーロ離脱の懸念が⾼まりかねず、
情勢は不透明です。

【図3】為替レートの推移

ギリシャの債務不履⾏や⾦融システム動揺の懸念が⼤きく
なってきたことなどから、通貨ユーロは売られ、週明けのユーロの
対⽶ドル・レートは⼀時前週末より2%程度ユーロ安となりまし
た。⽇本はユーロ圏の問題の影響が少ないと⾒られることなどか
ら、資⾦の逃避先として円が買われ、円は⽶ドルに対しても上
昇しました。
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⽀援条件に関するEU（欧州連合）などの⽀援者側からの
提案に対し、ギリシャ側は7⽉5⽇に提案受け⼊れの是⾮を問
う国⺠投票の実施を決め、1ヵ⽉の⽀援延⻑を要請しました。
しかし、⽀援者側は拒否し、6⽉30⽇に⽀援を打ち切り、
IMF（国際通貨基⾦)の融資返済を求めるとしています。

さらに、 ECB（欧州中央銀⾏）はギリシャの銀⾏の⽀援枠
拡⼤を⾒送ったため、銀⾏の資⾦繰りが預⾦流出で厳しくなり、
ギリシャ政府は銀⾏休業と資本規制導⼊を決めました。

（出所）Bloombergデータより野村アセットマネジメント作成

不安感⾼まるユーロの⾏⽅

合意に⾄らず

混迷深まるギリシャ⽀援問題

【図1】各国の10年国債利回りの推移

【図2】株式指数の推移

2015年6⽉30⽇ ギリシャ⽀援策期限、IMF融資返済期限
2015年7⽉5⽇ ギリシャ国⺠投票実施予定
2015年7⽉14⽇ ギリシャ円建て国債償還(117億円)
2015年7⽉20⽇ ギリシャユーロ建て国債償還(35億ユーロ)
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